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◎発熱、咳、痰、味覚・嗅覚異常、全身倦怠感等の症状が
ある場合、かかりつけ医や地域の身近な医療機関に電話
して、その指示に従ってください。
どこに連絡していいか分からない感染予防に関すること
等の方は、以下、『新型コロナ受診相談センター』まで
平日9時ー17時半•••• TEL:06−7178−1370

FAX:06−6339−2058
夜間・土日祝•••••••••• TEL:050-3531-4455 

FAX:06−6339−2058

皆さま、今年もどうぞよろしくお願いします。
さて、新型コロナウイルス感染症が流行してから
２年が経ちました。海外と同じく日本でも年明けか
らオミクロン変異株の影響によりさらに感染者は
増え、吹田市では、令和4年１月28日現在で累計
10,506名の方々が新型コロナウイルス感染症と
確認されています。
感染された方々に心からお見舞い申し上げます。
なお、吹田市の保健所からも連日、感染対策の
呼びかけや陽性者や濃厚接触者の方々むけの
SNS等の発信が増えています。変異株の特性に
合わせた医療体制、支援対応が求められています

が果たして適切な対応となっているでしょうか。
引き続き、新型コロナ感染症対応等の対策はも
ちろん、感染拡大により浮き彫りとなった生活課題
(つながりの欠如による孤立感等)に対して、市民
の命の大切さを第一に考えた対応・対策を市に求
めていきます。
11月定例会・1月臨時会の議会報告（抜粋）で
す。 ３回目のワクチン接種体制に伴う予算は、11
月定例会初日にて審査され、子育て世帯への給
付事業については、1月臨時会にて給付対象を広
げる吹田市独自策が提案されました。
皆さまからのご意見・ご相談をお待ちしています。

【会派代表質問（五十川）より抜粋】
◯決算審査にてコロナ禍で浮き彫りとなった子どもの家
と学校以外の地域の居場所確保の必要性を大いに感
じておられることは認識できた。吹田市の子供たちが安
心して過ごせる地域の居場所の実現に向けて、今後、
具体的にどのように検討するのか。
児童部：来年度以降、子供の生活に係るアンケート調査
により実態を把握して方針見直しと共に検討する予定。
◯それは、元々方針変更を予定していたアンケートでは
ないか、検討等に2年かかるとは現市長任期のもとでは
実現できない。迅速さにかけるのではないか。
児童部：コロナ禍により様々な社会問題が表面化してい
る中で、子供の夢・未来応援施策基本方針をさらに社
会の実態に即した形で刷新することが必要と考えてい
る。速やかに着手したい。
【いそがわコメント：方針変更自体は否定しませんが
方針の変更をしなくても居場所づくり事業は
できるはず！引き続き迅速な対応を求めます。】

◯コロナ禍において居住支援のニーズは高まってきてい
る。 府営住宅の空家活用の取組みを参考にして吹田市
でも若者層も視野に入れて市営住宅等を利用した居住
支援の具体策の検討が必要ではないか。
都市計画部：住宅確保要配慮者への居住支援の重要性
については認識しており、取組みを進めている。居住支
援のあり方については、若者層の支援含めて研究する。
【他、五十川質問内容(抜粋)】
市長の直接的に市民の声を聞く機会が少なくなっている
ことについての市長の見解/不登校支援の充実について
/第６波を見据えた保健所体制/ﾜｸﾁﾝ副反応の情報提供
/AYA世代（若年層)のがん患者への在宅療養支援を/
化学物質過敏症(ｼｯｸｽｸｰﾙ・香害)のケア体制と市民理解
の促進の必要性/子供が直接市政に意見を表明する場
や仕組みの必要性/コロナ禍における授業体制等の改善
/子どもたちのマスク着用に関する情報の分析状況/学
校規模適正化方針の今後の住民等の意見聴取の方法
について /コロナ禍でのSDGs,環境教育等の推進

吹田市議会会派
令和４年２月発行

この議会だよりは政務活動費（公費）で印刷しています

【令和３年11月定例会派代表質問にて(抜粋)】

◉ワクチン３回目接種について：
吹田市より、順次、該当者へ案内と

接種券の発送がされています。
かかりつけ医や地域の医療機関または
市内公共施設での接種（集団接種）等で受けることがで
きます。予約等はHPや市報等によりご確認ください。
◉子育て世帯への支援(児童手当対象者以外の世帯へも市
独自支援！)：12月提案時には独自支援はしないとさ

れていましたが、1月臨時会にて支給対象を拡大しま
した。本当に必要な方に支援等が届くよう求めました。
◉住民税非課税世帯等への臨時特別給付金について：
給付事業に留まらず、必要な次の支援につながる工夫

を求め、市民への独自支援等準備の必要性を述べました。

【新型コロナウイルス関連(1月臨時会等より)】 11月定例会は、一人あたりの発言時間の短縮は
ありませんでした。質疑の詳しくはぜひ、
議事録（市議会HP)にてご覧ください。右記QRｺｰﾄﾞ→

【症状が出たときの相談先は？】

吹田市新
型コロナ
ウイルス
感染症関
係HP→
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１．認定第１号：令和2年度一般会計歳入歳出決算認定について 賛成２５ 反対１０ 原案可決
２．議案第８９号：訴えの提起について 賛成２６ 反対 ８ 原案可決
３．市会議案第２８号：学校給食費の無償化を求める意見書 賛成１６ 反対１９ 否決
４．市会議案第２９号：気候変動対策の更なる強化を求める意見書

賛成２２ 反対１３ 原案可決
５．市会議案第３０号：生理の貧困への対応策を求める意見書 賛成１６ 反対１９ 否決

以下、SNS等の情報です。
Facebook :
市民と歩む議員の会
五十川HPのQRコード
はこちら→

◎令和2年度吹田市一般会計歳入歳出決算は、我が会
派としては、認められないとして、以下、意見しました。
・１点目、コロナ禍の中核市移行による府の引継ぎ実態、
「審査基準」が適切に作成・公表されていなかったこと。
・２点目、居場所づくり活動補助金について、市民協働で
支えられた地域の絆・ノウハウを生かした前向きな取組
みが令和２年度中に関係機関との調整などが
できていなかったことは十分に反省し、再検討・
改善が必要。
・３点目、いじめの問題については、第2事案、第3事案、と
もに、適正な審査のためにも情報の適切な公開を求める。
・４点目、委託契約の内容と業務実態に乖離のあることが
判明した休日急病診療所委託事業の改善が必要。
・５点目、障害者差別解消法にて求められている「合理的
配慮の提供」において工事等実施前の段階で当事者の
声を確認する仕組みがないことによる実態改善が必要。
・６点目、新型コロナウイルス感染症の感染拡大予防によ
る各事業のとりやめによる市民生活への影響等の検証
の未実施により実態が掴めないのではないか。
・桃山公園などのパークPFI再整備事業の進め方など、市
民の税金を適切に、民主的な意思決定の上で執行され
たとはいえない実態からも到底適切な執行であったとは
いえない。

11月定例会(議案質疑等）審査内容は以下のとおりです。
◎健康福祉所管：市民病院第3期中期目標については、「合
理的配慮」を求める意見が多く、病院の実態を踏まえて目標
等に反映する必要性を指摘。/公立幼稚園の給食（配食）実
施についてはきめ細かいｱﾚﾙｷﾞｰ対応の実施を求めた。/不
育症の検査・治療費助成についても市民の実態にあった支
援の必要性を求めた。/訴えの提起については市長の民主
的解決への姿勢を求めました。
◎その他：和解案件/学校教育情報通信NW再構築/障害者
支援交流センターの指定管理導入/文化会館、市民公益活
動センター等の指定管理の指定/空家等対策に係る行政代
執行/任期付一般職員(専門家)の任用などの議案を審査。

〜令和2年度決算について会派意見・11月定例会議案審査〜

吹田市議会２月定例会は２月１７日から３月2３日ま
でです。市政をチェックするためにもぜひ、傍聴ください。
（感染拡大防止の為、本会議のインターネット視聴の活
用にご協力をお願いしています。）
また、令和3年５月20日から傍聴者への規則を改正してい
ます。詳細はHPにて。

他の会派と合同で市民と歩む議員の会も提案した意見書(４)気候変動対策の更なる強化に
ついては、政府へ届けることができましたが、(３)、(５)については可決となりませんでした。
議案等（予算、条例、国や府への意見書）のうち、賛否の分かれた議案の一部です。

（意見書：※地方自治法第99条 普通地方公共団体の議会は、当該普通地方公共団体の公益に関する事件
につき意見書を国会又は関係行政庁に提出することができる。）個人賛否は以下の表のとおりです。

表記意味
賛成 ○
反対 ×
退席 退
除斥 除

市長提案
の議案
35件、

市会議案
５件を

議決しま
した。

議会運営委員会での会派提案について／
小協議会での議論／有志議員によるオンライン視察

(茨城県取手市議会)の実施
1月に開かれました議運の勉強会にて私たち会派が提案をしてい
た「議会傍聴における合理的配慮のための字幕システム等の導入」
について、ようやく検討するための小協議会へ送られました。小協議
会においては、来年度からのグループウェア導入は決まり、引き続き
タブレットを有効活用するための形態やペーパーレス化について議
論を進めています。また、取手市議会からは、オンライン会議の充実
やICT化の推進について学びました。
また、コロナ感染者数が少し収まっていた11月に、東日本大震災に

よる津波被害の大きかった大川小学校にて「命」を守りぬくための判
断につながる危機管理の本質を学んできました。(SNS等で発信)


